
（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

施設名

羽島市 水道事業 ―

団体名 業種名 事業名

取組事項 （水道事業）広域化等

● ●

実施済 ●
経営統合

施設の
共同設置・利用

総務省からの公営企業会計の適
用拡大の要請をきっかけとし、経
営基盤の強化を図るため、簡易
水道事業を水道事業に統合した。

実施予定   

●  

2 4 1施設管理の
共同化

管理の一体化

令和

月 日

2 百万円(年)

年

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

検討中

実施予定 年 月 日

実施済

百万円(年)

検討中 ●

・水道メーター等検針業務及び
給水装置開閉栓作業等を業務
委託している
・職員の退職や異動に影響を
受けることなく業務継続を図り
たい

・現在の業務に加え、滞納整理や給水装置設置検査等も含め
た業務委託について検討したい

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



団体名 業種名 事業名 施設名

羽島市 病院事業 ―

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等におけ
る中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　総務省の通達により平成28年度に策定した新公立病院改革プランに基づき、令和元年度の経常収支実績を持って、令
和2年度以降の経営形態の見直しの是非を意思決定するとしていたことから、令和2年度に羽島市関係行政職員と病院
職員により「病院改革プランワーキンググループ」を設置し、経営形態別に経営形態見直しの検討を行った。この結果、
経営形態を変更することで病院の目指す役割・使命を継続的に遂行できなくなる可能性があることや、経営形態の変更
自体が直接的に経営改善に繋がるわけではないことなどから、現段階では現形態を維持し、経営改善に努めることが望
ましいとの結論に至った。
　この結論については、知識経験者、医師会から推薦を受けた市内開業医等の委員により構成される病院運営上の事
項を審議建策するための「病院運営委員会」の場で議題として諮り、審議を行い、その内容について今後も必要に応じて
検討をしていくとした上で了承を得ているところである。

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

羽島市 下水道事業 公共下水道

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

●

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済 ●
汚水処理施設の

統廃合

都道府県構想策定マニュアルに
基づき、汚水処理施設の最適化
を実施し、市街化区域は下水道、
市街化調整区域は合併処理浄化
槽による処理方法を選択した。

平成

 

30 3 23
処理場廃止あり 処理場廃止なし

  年 月 日

公共下水･流域下
水の統合

公共下水同士
の統合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下
水との統合

その他

     

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定   ●

百万円(年)

検討中

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施予定 年 月 日

実施済

百万円(年)

検討中 ●

・井戸メーター等検針業務を業
務委託している
・職員の退職や異動に影響を
受けることなく業務継続を図り
たい

・現在の業務に加え、滞納整理や排水設備検査等も含めた業
務委託について検討したい



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

羽島市 下水道事業 特定環境保全公共下水道

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

●

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済 ●
汚水処理施設の

統廃合

都道府県構想策定マニュアルに
基づき、汚水処理施設の最適化
を実施し、市街化区域は下水道、
市街化調整区域は合併処理浄化
槽による処理方法を選択した。

平成

 

30 3 23
処理場廃止あり 処理場廃止なし

  年 月 日

公共下水･流域下
水の統合

公共下水同士
の統合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下
水との統合

その他

     

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定   ●

百万円(年)

検討中

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施予定 年 月 日

実施済

百万円(年)

検討中 ●

・井戸メーター等検針業務を業
務委託している
・職員の退職や異動に影響を
受けることなく業務継続を図り
たい

・現在の業務に加え、滞納整理や排水設備検査等も含めた業
務委託について検討したい


